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１．活動の目的・概要

〈活動の目的〉

岡山県産の米・農産物の消費促進
➡消費量や知名度の低い岡山の農産物を食べてもらう機会を提供

地産地消
➡おにぎりを通して、地元農産物への関心・継続的な購入意欲の向上

〈活動の概要〉

・地元のおにぎり屋（米屋のにぎりめし山田村様）と連携し、企画・販売

・大学祭やマルシェへの出店を通して、認知度の向上・消費促進に繋げる

・ノートルダム清心女子大学の学生１００人を対象としたアンケートの実施



２．アンケート実施結果

➤実際のニーズを把握

おにぎり専門店に関するアンケート

【対象者】

ノートルダム清心女子大学 生徒100人

【質問数】

全10問



３．活動スケジュール

５、６月 山田村さんへコラボ依頼、企画提案

７月 商品開発（具体的なメニュー決めや試作など）

８月 ゼミ試作から、メニューを再検討・メニュー最終決定

９月 地産地消マルシェ「マッチング商談会」への参加

１０月 山田村さんによる試作・地産地消マルシェ用の宣材写真撮影

価格や販売個数、パッケージデザインの決定

チラシやポスターデザインの作成・SNS運営の開始

１１月 大学祭(ノートルダム清心女子大学)、地産地消マルシェへの出店



４．販売商品

・5種類の手毬おにぎりセット 440円

・明太マヨ唐揚げおにぎり 330円

・チーズ塩昆布おにぎり 370円

・煮卵と大葉のおにぎり 290円

・そぼろと黄ニラおにぎり 380円



黄ニラ
岡山市農業協同組合様

岡山県産すじ青のり
岡山県産漁業協同組合連合会様

・ハーブミックススパイス
Ｈerb Field 様

・もみじたまご
湯浅養鶏場 様

その他

【使用した岡山県産の食材】



明太マヨ唐揚げおにぎり にたまごとおおば そぼろとキニラ

岡山県が生産量日本一
の黄ニラを使用

明太子の塩味
×

マヨネーズのまろやかさ

黄身が大きく濃厚な卵

【メニュー詳細】



5種類の手毬おにぎりセットチーズしおこんぶ

(わかめちりめん・梅野沢菜・豆ごはん・えびめし・たこやき）ハーブミックススパイスを加え、
爽やかな香りと匂いが広がる

【メニュー詳細】



商品のこだわりや特徴、
おにぎりに使用した岡山の農産物についての

説明を記載したチラシを配布

おにぎりをただ食べてもらうのではなく、

岡山の農産物についての
理解を深めてもらう機会を提供

【メニューチラシの配布】



５．活動内容①

大学祭(ノートルダム清心女子大学)での出店 11/2～11/3

〈仕入れ個数〉

１日目➡合計 ９５個

２日目➡合計 １２０個

両日とも１０時から販売開始

➡１３時ごろに完売

購入者の方の年齢層は２０代の方から５０代くらいの方、また子供連れの家族も多く見られた。



５．活動内容②

地産地消マルシェ （下石井公園にて）

11/16  9:00～15:00

〈仕入れ個数〉

５種類×５０個（２５０個）

『そぼろと黄ニラ』や『チーズ塩昆布』のおにぎりなど、

全体的に普段食べる機会のない珍しいメニューが多く、

たくさんの方が興味・関心を持ってくれた。

【作成したポスターデザイン】



６．活動から得られた成果

①販売実績 ②消費者行動の変化 ③認知・理解の向上

400個以上の売上

大学祭では二日間とも
約３時間で完売

岡山県産の農産物を
「食べたことがなかった」層の

購入を促進

事前アンケートの実施
(学生１００人を対象)

SNS・チラシ・対面説明



７．まとめ

本活動では、岡山県産農産物を使用した商品販売を通して、
消費者との直接的な接点を持ち、商品の価値や魅力を伝える機会を

創出することが出来た。

今回の出店では販売予測や時間配分が課題として挙げられる。
これらの課題は「実地検証を行ったからこそ得られた具体的な成長指標」である。

企画から販売、検証まで一貫して経験することで、
本活動を一つの成果として完結させることができた。



ご視聴ありがとうございました


